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午前10時00分開議 

○委員長（池亀 睦子） 

・ 開会宣告 

・ 議題の確認 

 

１ 閉会中継続調査事件 

(1) 魚類の陸上養殖に関する取り組みについて 

○委員長（池亀 睦子） 

・ 議題宣告 

・ 本件については、３月12日開催の委員会において、調査テーマの名称を決定し、お示しした事例や

各委員の御発言を基に調査のポイントなどを整理することを確認していた。本日は、正副委員長に

て調製した資料により調査のポイントをお示しし、皆様と協議を行いたいと思うが、そのような進

め方でよろしいか。（異議なし） 

・ 資料の１ページ目を御覧願う。これまでの調査の状況だが、前回の委員会までに、令和７年度の調

査で得た知見のうち、養殖における種苗の飼育場所確保の方法として有効性が確認された閉鎖循環

式陸上養殖に着目し、廃校等の既存施設を活用している事例の分析を行うことなどにより、調査を

行うことを確認した。その上で、廃校を活用して陸上養殖を行っている他都市の事例をお示しした

ところ、各委員からは、廃校活用に至るまでの行政としての仕組みを聞くことができれば参考にな

る、令和７年度の調査結果を踏まえると海水魚の陸上養殖を進めている事例を調査することが望ま

しい、函館に何らかの還元ができるような地域や事例を調査するのがよい、令和７年度に調査を実

施した岡山理科大学に加え、その他の大学からの知見収集についても検討の余地があるなどの発言

があった。以上を踏まえ、正副委員長としては、遊休施設の利活用を軸とした、行政による陸上養殖

事業への支援、閉鎖循環式陸上養殖の現状と課題、将来性の２点をポイントとして調査を進めては

どうかと考えるが、いかがか。（異議なし） 

・ 本件については、先進的な取組を行っている自治体等の事例を参考に調査を行ってはどうかと考

えるが、皆様いかがか。（異議なし） 

・ 正副委員長としては、先進自治体等の取組状況を勘案し、長崎県長崎市、国立大学法人長崎大学を

調査してはどうかと考える。 

・ 資料説明：「資料 魚類の陸上養殖に関する取り組みについて」（経済建設常任委員会正副委員長

調製） 

・ これらの自治体、大学を対象に行政調査を行ってはどうかと考えるが、いかがか。（異議なし） 

・ 日程については、７月28日から７月30日までの３日間としたいと思うが、よろしいか。（異議なし） 

・ 行政調査時の調査票については、長崎市と長崎大学の取組を勘案の上、作成することとし、内容に

ついては、次の委員会までに正副委員長で調製したものを委員の皆様にお示しし整理したいと思う

が、いかがか。（異議なし） 

・ 閉会中に委員会が行った調査については、次の定例会で報告することになるが、委員長の報告文

については、委員長に一任願いたいと思う。これに御異議あるか。（異議なし） 
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・ 議題終結宣告 

                                              

２ その他 

○委員長（池亀 睦子） 

 ・ ２のその他だが、各委員から何か御発言あるか。（なし） 

 ・ 散会宣告 

 

午前10時08分散会 


